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1.背景 

炭素繊維強化型プラスチック(Carbon Fiber Reinforced Plastic, CFRP)は優れた比強度，比剛性と耐

腐食性などの特性から金属にとって代わる機械材料として期待されている．しかし現在使用され

ている機械加工では積層構造から層間剥離が生じ強度が低下する問題がある．そこで層間剥離の

生じないレーザー加工が注目されているが，熱影響の問題がある．この熱影響の低減を目的とし

た CFRP のレーザー加工の研究は多く行われているが，我々は CFRP のレーザー加工時に周囲の

樹脂を溶かす熱源となる炭素繊維(Carbon Fiber, CF)の温度上昇が重要だと考え，CF単糸のレーザ

ー加工における熱影響と波長とパルス幅の関係をラマン分光法により定量的に評価した． 

2.実験 

光源としてナノ秒パルスレーザー(1030 nm, 515 nm, 258 nm)[1]とフェムト秒パルスレーザー

PHAROS（Light Conversion社，中心波長 1028 nm で同社の OPAにより紫外から赤外まで波長変

換可能）を用いた．CFは T800S(東レ社)を用い，束から一本ずつガラス上に並べた加工サンプル

を作製し，レーザーをレンズにより直径 20 μm ほどに絞った部分で加工を行った．加工後の CF

の熱影響の評価は SEM とラマン分光を用いて行った．CFは熱処理によりラマンスペクトルが変

化することが先行研究によって知られている[2]． 

3.結果 

ナノ秒パルスによる加工では熱影響により

ラマンスペクトルに変化が確認されたのに対

して，フェムト秒パルスによる加工ではラマ

ンスペクトルの変化が確認されなかった．ま

た短波長ほどラマンスペクトルの変化が小さ

いという傾向が確認された（Fig.1）．発表では

これらの結果の詳細と結果の解釈，今後の展

望について述べる． 
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